
Pick up

おごせ教育　１０月１４日（土）の土曜授業に、
フレンドパークが行われました。前
半と後半で分かれて、お店の運営を
する側とお店に行って遊ぶ側に分
かれて活動しました。校内には、お
店に呼び込みをする声やゲームな
どを楽しむ声がたくさん聞こえ、み
んなが楽しむことができました。

　１１月１１日（土）に、光耀祭を第
１部「中学生のまちづくり施策提
案」、第２部「越生特産物加工研究
所の新商品に名前をつけよう」、第
３部「上谷の大クス救済プロジェク
ト」の３部制で行いました。「ふる
さと越生町」について一人一人が深
く考える１日となりました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等に
参加する子どもたちを写真で紹介す
るコーナーです。
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　10月24日（火）に南極教室を実施

しました。南極にある昭和基地とオン

ラインでつなぎ、昭和基地の紹介や

南極についての説明を受けたり、クイ

ズを出してもらったりしました。

　子供達は、隊員の「現地の気温は

零下3度です。今日は暖かいです。」と

いうことを聞いて驚いていました。
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越生町教育委員

「外国語教育の充実」

　
越
生
町
で
は
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
が
、
異
文
化
に
触
れ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
感
覚
を
養
う
た
め
に
外
国
語
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
越

生
町
の
主
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

１
外
国
語
指
導
助
手
の
常
駐

　
小
学
校
段
階
か
ら
外
国
語
に
親
し

む
こ
と
で
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。
①
今
後
の
学
習
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
。
②
正
し
い
発
音
を
認
識
で

き
る
。
③
異
文
化
へ
の
興
味
が
育
ま

れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
外
国
語
の
学
習
で
は
「
言
葉

を
理
解
し
て
聴
く
力
」「
表
現
す
る
力
」

を
育
成
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
越
生
町
で
は
各
校
に
常

勤
一
名
、
非
常
勤
一
名
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
英
語
を
母
国
語
と
す
る

外
国
語
指
導
助
手
が
毎
時
間
児
童
と

関
わ
る
こ
と
で
、
興
味
関
心
を
引
き

出
す
こ
と
や
、
表
現
し
て
伝
え
る
経

験
の
蓄
積
、
英
語
の
発
音
を
沢
山
聴

き
、
真
似
を
し
て
発
音
す
る
活
動
が

活
発
と
な
り
ま
す
。
　

　
中
学
校
段
階
に
お
い
て
も
同
様
で
、

小
学
校
段
階
か
ら
の
学
習
の
素
地
を

生
か
し
、
英
語
力
の
更
な
る
向
上
に

つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

２
海
外
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

　
昨
年
度
よ
り
越
生
町
の
小
中
学
校

で
海
外
の
学
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
流
先
は

ハ
ワ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
学
校
で
す
。

そ
の
中
で
子
供
た
ち
は
言
葉
が
通
じ

な
い
不
便
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
た
と
き
の
喜
び
、
ま
た

異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
お
り
ま

す
。
刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
の

中
、
異
文
化
理
解
を
図
る
こ
と
で
、

国
際
感
覚
を
も
っ
た
児
童
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

３
英
語
検
定
料
の
助
成

　
越
生
町
で
は
英
語
検
定
を
受
験
す

る
子
供
た
ち
に
対
し
て
検
定
料
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
段

階
か
ら
英
語
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と

に
よ
り
、
英
語
へ
の
意
識
の
高
ま
り

や
、
挑
戦
す
る
た
め
の
努
力
を
促
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、

中
学
校
段
階
で
は
英
語
学
習
の
習
慣

化
や
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

人
生
に
お
い
て
様
々
な
選
択
肢
が
増

え
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
越
生
町
で
は
定
期
的
に
外

国
語
指
導
助
手
と
の
情
報
交
換
を
通
し

て
授
業
改
善
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
異
文
化
を
理
解
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
感
覚
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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越生駅開業90周年と
記念行事・事業

　今
年
は
越
生
駅
開
業
90
周
年

　
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
４
月

15
日
、
国
鉄
八
高
線
の
八
王
子
―

越
生
間
が
開
通
し
、
越
生
駅
が
開

業
し
ま
し
た
。
町
民
待
望
の
こ
の

日
、
駅
を
会
場
に
、
開
通
祝
賀
会

が
沿
線
各
町
村
連
合
祝
賀
協
賛
会

の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
鉄
道
建
設
局
長
、
東
京
鉄

道
局
長
、

埼
玉
県
知

事
、
埼
玉

県
議
会
議

長
、
八
王

子
商
工
会

議
所
会

頭
、
八
高

線
期
成
同

盟
会
理
事

ら
が
祝
辞

を
述
べ
、

空
に
は
報

知
新
聞
社

と
朝
日
新

聞
社
の
飛

行
機
が
相

次
い
で
飛

来
し
て
、

町
長
と
町

民
宛
て
の

祝
賀
文
を

投
下
し
ま
し
た
。

　越
生
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
誕
生

　
八
高
線
開
通
記
念
事
業
の
一
つ

に
、
越
生
を
唄
っ
た
新
民
謡
、
今

で
言
え
ば
「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
の

制
作
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
北き
た
は
ら原

白は
く
し
ゅ
う
秋
や
西さ
い
じ
ょ
う
や
そ

條
八
十
と
と
も
に
童
謡

界
の
三
大
詩
人
と
謳
わ
れ
、
日
本

全
国
を
ま
わ
り
、
多
く
の
新
民

謡
を
手
掛
け
て
い
た
野の
ぐ
ち口
雨う
じ
ょ
う情

（
１
８
８
２
〜
１
９
４
５
）
に
依

頼
し
ま
し
た
。
雨
情
は
昭
和
８
年

の
始
め
に
越
生
を
訪
れ
、
旅
館

「
越
生
館
」
に
滞
在
し
、
「
越
生

小
唄
」
10
章
と
「
山
吹
の
里
」

５
章
を
作
詞
し
て
い
ま
す
。
作

曲
は
藤ふ
じ
い
き
よ
み

井
清
水
（
１
８
８
９
〜

１
９
４
４
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

祝
賀
会
当
日
に
は
駅
前
の
仮
舞
台

で
芸
妓
た
ち
が
「
越
生
小
唄
」
を

歌
い
踊
り
、
列
車
見
物
に
集
ま
っ

た
民
衆
も
「
ソ
レ
、
ヤ
ッ
チ
ャ

ラ
、
ホ
イ
サ
ノ
、
ヤ
ッ
チ
ャ
ラ

セ
」
と
口
々
に
噺
子
言
葉
を
唱
和

し
た
そ
う
で
す
。

　来
年
も
鉄
道
記
念
の
年

　
10
月
に
八
高
線
全
線
開
通
90
周

年
と
、
12
月
に
越
生
鉄
道
（
現
東

武
越
生
線
）
開
業
90
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　

八高線開通に沸く越生駅前（『ふるさとの想い出写真集』より） ▼報知新聞社機から投下された祝辞

八高線開通記念『小唄入　越生名所絵はがき』の一部

野口雨情、藤井清水（Wikipedia より）
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